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 愛には偽りがあってはなりません。悪を憎み、善か

ら離れず、兄弟愛をもって互いに愛し、尊敬をもって

互いに相手を優れた者と思いなさい。 
       ローマの信徒への手紙 12章９～10節 
                             

                         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
   
 

  

1 月強調月間 

  IBC・DBCの意義を理解し、事業の見直し・強化

をすべく交流プログラムを検討しましょう。そして

活発且つ充実した交流事業を楽しもう！ 
  交流事業主任 小幡 弘（京都トゥ－ビ－クラブ） 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

THE  SERVICE  CLUB  OF  THE  YMCA 

The Y’s Men’s Club of Ｋanazawa 



AFFILIATED  WITH  THE  INTERNATIONAL  ASSOCIATION  OF  Y’S  

CHARTERED  JULY  9, 1947 

c/o KANAZAWA YMCA 44-1-202 SATOMI-CHO KANAZAWA 920-0998  

国 際 会 長 主 題  「希望の灯となろう」         “Be the Light of Hope”  
アジア地域会長主題  「希望の灯となろう」         “Be the Light of Hope”  
西日本区理事主題  「思いやりを持ってワイズライフを！」 “Enjoy Y’s life with Consideration !”  

中 部 部 長 主 題  「楽しくワイズ、スクラム組んで」 
金沢クラブ会長主題  「大樹も双葉から」         
 

１2 月 クラブ出席 

在籍者 １１名(功労・広義会員各１名を含む) 
メ ン    8名   メネット     6名 
ﾒｲｷｬｯﾌﾟ     0名   コメット    1名 
功労会員  1名   マゴメット   4名 
出席率    89％    ゲスト        13名 

第１例会（12月 18日Thu.）出席者    
メ  ン： 伊藤、影山、数澤、高口、幸正、斎藤、 

澁谷、山谷     
功労会員：小笠原 
ﾒ ﾈ ｯ ﾄ： 伊藤、数澤、高口、澁谷、山内、山谷 
ｺ ﾒ ｯ ﾄ： 川原（山内） 
ﾏｺﾞﾒｯﾄ： 山田（澁谷）、川原３名（山内） 
ゲスト： 野崎、野崎夫人と子ども３人、朝倉、星野、

平口、坂口、小野、小野夫人と子ども２名 

ＢＦポイント  切手  ０㎏         現金  ０円 
累計   ０㎏     累計  ０円 

第２例会（12月 1日Mon.）出席者    
ﾒﾝ：伊藤、数澤、草野、澁谷  ﾒﾈ：山内   

ニコニコタイム         １１，３００円 
クラブファンド   累計   ６０，８００円 
 

1 月例会 プログラム 

と き  2009年 1月 15日（木）18:30～20:30 
ところ  金沢ﾆｭｰｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ 

司会   高口 昇君 
開 会 ・ 点 鐘        伊 藤 会 長 
主 題        司 会 者 
ワイズ・ソング        一 同 
今 月 の 聖 句        司 会 者 
ﾊｯﾋﾟｰﾊﾞｰｽﾃﾞｲ        伊 藤 会 長 
ゲ ス ト 紹 介        影 山 雅 一 君 
食 前 の 感 謝        澁 谷洋 太郎 君 
   ～～～～～ 会   食 ～～～～～ 
スピーチ  「万葉のふるさと・高岡」 
                籐 賀 玲 子 氏 
委 員 会 報 告         各 委 員 
ニコニコタイム        幸 正 一 誠 君 
Ｙ ＭＣ Ａ の 歌        一 同 
閉 会 ・ 点 鐘        伊 藤 会 長 

月間強調 ＩＢＣ・ＤＢＣ 
今月の聖句 

会  長 伊藤 仁信  書  記 幸正 一誠 
副 会 長 山内 健司       澁谷洋太郎 

      高口  昇  会  計 澁谷洋太郎 
直前会長 伊藤 仁信  ﾒﾈｯﾄ会長 山内ミハル 



棕櫚の聖日の朝 

山内 健司 
この日はイエスのエルサレムの入城を一目見よう

と、群集が手に手に棕櫚の葉をうち振ってイエスを迎

えたのである。 
１０月中旬、私は自分の不注意で骨折して入院する

ことになり、病院で１２月１４日の日曜日の朝を迎え

ました。この病院の看護師のＦ君は市内の公立高校を

卒業して、この道に入ったのですが、現在は准看護師

の資格で、正看護師の資格を取るため、午前の仕事を

終えたら看護学校へ通って、勉強を続けているのです。

彼は一生懸命、看護の仕事に励んでいる。朝、暖かい

タオルで身体を拭いてくれ、時には尻をお湯で洗って

くれることさえもする。不満もあることだと思うのだ

が、とにかく元気がいい。 
病院で白い天井ばかり眺めていると、時々、昔のこ

とが思い出される。もう３０年も前のことになるが、

阿部祐治先生などと一緒にイスラエルへ旅したことが

ある。イエスの足どりをたどりながら、ナザレ、ベツ

レヘム、ガリラヤと巡り、マサダ（死海のほとりに建

つヘロデの別邸）の要塞を見学したり、死海で泳いだ

り、面白おかしい日を過ごしたものである。その時の

ことを思い出しながら、遠藤周作の「死海のほとり」

を読んでいる。氏の「沈黙」を読んで、踏み絵のイエ

スが「踏むがいい、踏むがいい」と言われたことに感

動した。「死海のほとり」でのイエスは、奇蹟を行えな

かったとして、その姿を描いている。 
「イエスは両手で顔を覆っていた。その指の間から、

涙があふれ、イエスは泣いていた。『神がそう願われた

のだから・・・神がそう願われたのだから』『お前は何

もできなかった。何の役にも立たなかった』アンドレ

アはイエスを指さしてそう叫んだ。たまりかねて弟子

の一人が両手を広げて答えた。『この人が、あなたたち

に何をしたというのだ』『何もしなかった』と誰かが言

った。『何もできなかった』『だがこの人は、あなたた

ちを愛そうとした。あなたたちと一緒に苦しもうとし

ただけだ。』あれほど喜び迎え入れたイエスに、民衆は

罵声をあびせ、石を投げる光景が至るところで見られ

た。アンドレアも彼らに混じって石を拾い、イエスに

投げつけた。彼の投げた石が、イエスの肉の落ちた頬

にあたり、ひとすじの血が彼の顔にながれた。翌年の

５月、アンドレアは、あの役に立たなかった男が最後

の弟子たちにまで見すてられ、エルサレムで一人十字

架を背負わされて死んでいったという噂を聞いた。ア

ンドレアは黄昏の狐色に光る丘を見て、その辛そうな

くぼんだ眼や、疲れ切ったような顔や、その顔に自分

の投げた石が当たり、ひとすじの血がながれたことを

思い出した。その時、彼の胸のずっと奥で、なぜか言

いようのないつらい痛みが走った。」（以上抜粋） 
このイエスの姿と、尻を洗ってくれた「汚くないよ」

と言い切ったＦ君の姿が重なって仕方がなかった。棕

櫚の聖日の朝であった。 
私のそばで共に泣いてくださっている方に感謝し

ながら・・・。 
 

 １２月例会報告 

今年のクリスマス例会は、金沢犀川クラブの皆さんと

一緒に楽しむことができなかったが、少し変化を感じ

る例会になりました。 
讃美のとき 

今年のクリスマス例会は、２年越しにお招きした日

本基督教団白銀教会野崎卓道牧師にメッセージをいた

だくことがメーンとなりました。思い出しますと、昨

年野崎牧師にメッセージをお願いしようと斎藤先生に

アポイントをお願いしたら、例会日と市民クリスマス

の日がぶつかっており、無理だとあきらめたのでした。

今年はお招きに応じてくださり、メッセージをいただ

きました。マタイ１章 18～25 節をとおして『「見よ、

おとめが

みごもっ

て男の子

を産むで

あろう。

その名は

インマヌ

エルと呼

ばれるで

あろう。」これは「神われらと共にいます」という意味

である』と力強く主イエスの誕生のメッセージをいた

だきました。野崎牧師には３人のお子さまがおられ、



啓
ひろ

道
みち

くん９才、衣
え

美
み

ちゃん７才、卓人
た く と

くん３才です。

３人とも元気にゲーム、食事を楽しんでくれました。 
親睦のとき 

メネットの

皆さんがゲー

ムの景品を用

意していてく

ださり、楽し

みにして親睦

のときに入り

ました。今年はマゴメットの川原文香さん・涼介くん

が「なぞなぞ」の問題を出して、みんなは知識と知恵

とトンチで頑

張りましたが、

なかなかの難

問で、「答は

何？」とタネ

明かしをせま

る場面も・・・。

白熱しました。

頭が硬く、軟らかさがないのを実感するタイムとなり

ました。 
ゲスト 

昨年１年間にテーブルスピーチをして頂いた方々

をお招きしようと、ご案内したところ、星野命先生と

坂口徹氏が出席されました。ワイズに接して頂く機会

を提供していきたいです。また、金沢ＹＭＣＡ理事長

朝倉秀之氏の出席をいただき、「金沢わいわい寄席」の

収益金144,458円をＹＭＣＡの活動費として贈呈いた

しました。

共催をし

た金沢犀

川クラブ

平口哲夫

会長も出

席くださ

り、花を

添えて頂

きました。 
このクリスマス例会には、小笠原メンが元気な姿を見

せてくださり、また、斎藤メンも元気に出席されまし

た。この顔ぶれの中に山内メンの姿が見えないのは、

さびしく残念でした。早く元気な姿・声をと祈ります。 
          （文責 澁谷洋太郎） 

 

お知らせ及びお願い 

☆ワイズメンズアカデミー（セミナー） 

   日 時 2009年1月25日（日） 15:00～17:00 
場 所 名古屋ＹＭＣＡ 

  内 容 講演  岡本尚男  
「大いにワイズを語る」 

       ﾐﾆ講演 平野実郎 
            「ワイズが僕にくれたもの」 
 
☆神戸学園都市クラブ15周年記念例会 

   日 時 2009年２月14日（土）11:30～15:30 

   場 所 シーサイドホテル舞子ピラ 

   会 費 7,000円 

 

☆２月献金の予定 

  ２月例会の時、下記の献金をご用意ください。 

  ＣＳ  １人   1,500円 

  ＴＯＦ １人   1,700円 

  ＦＦ  １家族   800円 

 

☆「ロールバックマラリア」に協力 

  ワイズメンズクラブ国際協会では国連からの

よびかけに答えて、10 月 24 日（国連デー）より

「ロールバックマラリア」（マラリア撃退計画）

を展開しています。西日本区でも、これに参加し

て地球規模の共同参画者となり、特にアフリカの

子ども達に手をさしのべることになりました。 

  殺虫剤処理された蚊帳、予防ワクチン、栄養剤

その他をパックした「マラリア感染予防パッケー

ジ」【１セット：7.5 米ドル（900 円）】20,000 円

セットを目標に世界中のワイズが立ち上がって

います。 

  私達金沢クラブでも、１０セット（10,000円）

を目標に、12 月のニコニコ献金をこれに当てた

いと思っています。ご協力をお願いいたします。 

 

籐賀
と う が

玲子
れ い こ

氏プロフィール 

高岡市出身。 
高校卒業後、富山県職員として地方事務所、保健

所、県税事務所などに勤務。 
富山県職員を退職後、ボランティアグループ「あ

いの風」、「和草
にこぐさ

」、「高岡市万葉歴史館を愛する会」

に入会。現在は「あいの風」代表、「高岡市万葉

歴史館を愛する会」理事を務める。 



２月ブリテン執筆：山谷 澄君・数沢淑子さん 
２月卓話担当：数沢輝夫君 

１月１０日  山内ミハルメネット  
１月１３日  草野敬子メネット   

☆チャリティ企画 
   日 時 2009年3月21日（祝・火）午後 

   場 所 東別院会館ホール 

   内 容 人形劇団「紙風船」とムッシュ・ピエ

ールジョイントによるマジック公演 

   連絡員 幸正一誠君 

   多くの参加者を望みます。 

 

☆第69回ワイズメンズクラブ国際大会 

  日 時 2010年８月５日（木）～８日（日） 

  場 所 パシフィコ横浜（横浜市） 

  テーマ 「いのち」未来への継承 

        －私たちの地球のために－ 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～   

☆早天祈祷会 

  日 時 ２月１日（日）午前６時～７時 

  場 所 金沢ＹＭＣＡ集会室 

☆ユニセフ街頭募金 

  日 時 2008年12月23日（日・祝） 

                    午後１時～２時 

    募金額 21,839円 

  参加者 ＹＭＣＡ 9名、金沢クラブ 3名 

      金沢犀川クラブ 2名 

 

 

 

流れに乗って 

  大分前の事ですが北陸自動車道を通ったときの出来

事でした。仙台から新潟に着いたのでＳＡでいつもの

通り休憩し主人と交代して私がドラバーとなりました。

仙台の出発が遅くなり「あと半分だね」と話ながら少

し急ぐ気持で一路金沢へと向かいました。時刻は午後

８時頃で辺りは真っ暗で何も見えず主人は後ろの席で

熟睡しており、前方の車を照らすライトの光が頼りで

淡々としたドライブでした。 

 やがて遠くに点々と灯りが見えて来たので不思議に

思ったが別に気にも留めず走っていました。約１時間

半くらい走っただろうか、主人が目を覚まし多分どの

辺かと思い外を見たのだろう。「北陸自動車道であんな

山の方まで灯りが見えるところがあったっけ」と言っ

たので、私もチラッと見たがそれでも気づかず運転を

しておりました。 

 すると、突然主人が「いま道路標識に越後湯沢と書

いてあった。あの灯りは温泉街の灯りだ。」と叫びまし

た。そう言われて私もやっと気づきスピードを落とし

ました。幸い越後湯沢のＩＣまで、あと５００と出た

のですぐ降りて職員のおじさんに頭をさげＵターンし

下り線に乗り替え、約２時間遅れの１２時過ぎ金沢に

着きました。その間、娘に連絡するやら何やらで当然 

「犬も食べない話」になりましたので省略いたします。 
後日、長岡ＪＣＴだけでなくどうしても車の流れの

多い側について行き、殊に景色の見えない夜間などは

漫然と運転してるとそのようになりがちです。私達だ

けかどうかわかりませんが運転の未熟さと、いつも通

ってる道路だから安心だと思う油断があったのだと反 

省をしながらお話したことがありました。しばらく経

ってから、雑誌だったと思いますがファッション系の

話で「流れに迎合する人々」との見出しがあり、なに

げなく読んでみたところ中身は違いますが私も似たよ

うなことをしてるなと上述のことを思い出しました。 
私自身の人生も、流れに乗っていれば安心だし大怪

我もしないだろうと他人任せで自主性がなく、確たる

方針があって過ごしてきた訳ではありませんでした。

年齢だけは一人前に馬齢を重ねて不足はありませんが

「みんなで渡れば怖くない」方式で過ごして来たこと

を大変後悔しております。雑誌にも書いてありました 
が、遅まきながら与えられた人生を流れに迎合するこ

となく私なりに、常に自分自身の考えを持ちながら個 
性的に、しかも人様にご迷惑掛からないよう老いても

女性らしく精一杯生きていこうと年の初めにあたり、

新たな気持ちでいる今日この頃です。 
（伊藤悦子 記） 

ＹＭＣＡだより 

金沢クラブ メネット報 


